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Easy Japanese/English 

戦後・被爆 70 年
70 years after the bombing and war 

世界恒久平和の願いを込めて　
Wholeheartedly wishing for an ever‑lasting world peace 

亀
かめおかし

岡市は、市
しせい

制が発
ほっそく

足した昭
しょうわ

和 30

年、全
ぜんこく

国に先
さき

がけて「世
せかい

界 連
れんぽう

邦 平
へいわ

和

都
と し

市 」 を 宣
せんげん

言 し、 平
へいせい

成 22 年
ねん

に は

「核
かくへいき

兵器廃
はいぜつ

絶」の趣
しゅし

旨を込
こ

めた「世
せかい

界

連
れんぽう

邦・非
ひかく

核平
へいわ

和都
と し

市」を宣
せんげん

言しました。

]

Kameoka city was the first in the 
country to declare itself as a “City 
of World Peace” on i ts  municipal 
inauguration in 1995 (Showa 30). 
In 2010 (Heisei 22), with the aim of 
nuclear weapons abolition in mind, 
the city went on to declare itself as an 
“Anti‑nuclear City of World Peace.”

市
しせい

制 60 周
しゅうねん

年であり、戦
せんご

後・被
ひばく

爆 70

年
ねん

という本
ほんねん

年、平
へいわ

和であることにあ

らためて感
かんしゃ

謝し、亀
かめおかし

岡市が推
すいしん

進する

「安
あんぜん

全・安
あんしん

心」のまちづくりの根
こんかん

幹を

なす世
せかい

界 恒
こうきゅう

久 平
へいわ

和の実
じつげん

現のため、

世
せかい

界に発
はっしん

信する取
と

り組
く

みを進
すす

めてい

ます。

This  year marks  the  c i ty ’s  60th 
anniversary and 70 years after the 
war and bombing. We are once more 
grateful that we are living in a time of 
peace, and continue to move forward 
with initiatives that would communicate 
how “safe  & secure”  communi ty 
development initiatives as promoted 
in Kameoka city, is fundamental for 
the realization of an everlasting world 
peace.

昭
しょうわ

和２０年
ねん

８月
がつ

６
むいか

日の原
げんし

子爆
ばくだん

弾 投
とうか

下時
じ

に広
ひろしまし

島市で被
ひばく

爆し、灼
しゃくねつ

熱の爆
ばくふう

風を受
う

け、無
むすう

数のガラス片
へん

が表
ひょうめん

面に突
つ

き刺
さ

さったピアノがありま

す。持
もちぬし

ち主である河
かわもとあき

本明子さん（当
とうじ

時１９歳）は学
がくとどういん

徒動員の作
さぎょうちゅう

業中に被
ひばく

爆。爆
ばくふう

風に吹
ふ

き飛
と

ばされ傷
きず

を負
お

いながら、町
まちなか

中を歩
あるき

き、川
かわ

を

泳
およ

いで自
じたく

宅までたどり着
つ

きましたが、翌
よくじつ

日、力
ちから

尽
つ

き、亡
な

くなられました。

On August 6th of 1945 (Showa 20), a piano was hit by the scorching blast from the explosion of the atomic bomb with countless glass 

fragments piercing its surface. The owner of the piano, Kawamoto Akiko (aged 19 at the time) was mobilizing students when she was 

hit by the bomb. Despite bearing injuries from being blown away by the blast, she walked into the city and swam across the river until 

she reached home. Her eff orts exhausted all her energy leading to her death the next day.  

河
かわもと

本さんのピアノは、ご家
かぞく

族が大
たいせつ

切に保
ほかん

管されていましたが、平
へいせい

成１７年
ねん

、戦
せん

後
ご

６０年
ねん

を経
へ

て調
ちょうりつし

律師の坂
さかいばらひろし

井原浩さんの手
て

により修
しゅうふく

復さ

れ、再
ふたたび

び美しい音
ねいろ

色を取
と

り戻
もど

し、「一
いっぱん

般社
しゃだん

団 法
ほうじん

人ＨＯＰＥプロジェクト」（広
ひろしまし

島市）が展
てんかい

開する平
へいわ

和 教
きょういく

育 活
かつどう

動で活
かつよう

用されています。

Though Kawamoto‑san's piano was treasured and stored away safely by his family, it was once again able to produce beautiful music 

after being repaired and restored to working condition by piano tuner, Mr. Sakaibara Hiroshi in 2005 (Heisei 17). Her piano was then 

used as part of the "HOPE Project Foundation" (Hiroshima City) peace education activities.

亀
かめおかし

岡市は、地
ちきゅうじょう

球上からすべての核
かくへいき

兵器を無
な

くし、世
せかい

界の国
くにぐに

々、人
ひとびと

々が平
へいわ

和であることを願
ねが

うメッセージとするため、河
かわもと

本さんのピア

ノを使った「被
ひ

爆
ばく

ピアノ　平
へいわ

和コンサート」を８月
がつ

２９日
にち

（土
ど

）午
ご ご

後１時
じ

３０分
ぷん

から、ガレリアかめおか響
ひびき

ホールにおいて開
かいさい

催します

（入
にゅうじょうむりょう

場 無 料 ）。全
ぜんこく

国各
かくち

地で被
ひばく

爆ピアノのコンサートを開
かいさい

催されている山
やまだ

田沙
さ や

耶加
か

さん（大
おおさか

阪府
ふ

在
ざいじゅう

住）をはじめとする演
えんそうか

奏家の皆
みな

さん

による、亀
かめおかし

岡市の平
へいわ

和の歌
うた

「うつくしもの」などの演
えんそう

奏と歌
うた

が、平
へいわ

和の大
たいせつ

切さ、生
せいめい

命の尊
とうとさ

さを訴
うった

えます。 



2015

In order to send out a message for the abolition of all nuclear weapons and to advocate peace for all peoples and all countries, 

Kameoka city will be making use of the late Mr. Kawamoto’s piano as a centerpiece to hold a “Peace Concert featuring a bombed 

piano” on August 29 (Saturday), 1:30pm at Galleria Kameoka’s Hibiki Hall (free admission). Starting from Ms. Yamada Sayaka (residing 

in Osaka), who brought this concert all over Japan, other performing musicians will be participating in the performance and song of  

music pieces like Kameoka’s peace song “Beautiful things,” to bring home the importance of peace and the value of life. 

皆
みな

さんもぜひお越
こ

しいただき、平
へいわ

和についてあらためて考
かんが

える機
きかい

会としてください。

Please come and seize this opportunity to reevaluate the meaning of peace.

広
ひろしまし

島市に原
げんし

子 爆
ばくだん

弾投
とうか

下時
じ

、被
ひばく

爆の惨
さんか

禍に遭
あ

いながらも、焼
や

け焦
こ

げた幹
みき

から再
ふたたび

び芽
め ぶ

吹き人
ひとびと

々に生きる勇
ゆうき

気と希
きぼう

望を与
あた

え続
つづ

けている樹
じゅもく

木

があります。アオギリの木
き

は、爆
ばく

心
しんちがわ

地側の幹
みき

半
はんぶん

分が原
げんし

子爆
ばくだん

弾の熱
ねっせん

線と爆
ばくふう

風により焼
や

けて大きく損
そんしょう

傷しました。しかし、焦
しょうど

土の中
なか

でもた

くましく青
あおあお

々とした芽
め

を吹
ふ

き返
かえ

し、昭
しょうわ

和４８年
ねん

に広
ひろしま

島平
へいわ

和記
きねん

念公
こう

園
えん

（広
ひろしまし

島市）に移
いしょく

植され、今
いま

も成
せいちょう

長を続
つづ

けています。

When the atomic bomb was dropped on Hiroshima city, a particular Chinese Parasol Tree continued to give people courage and hope 

as new life sprouted out from its burnt and damaged trunk. Half of its trunk was facing the center of the bomb site, and was thus 

badly damaged by the heat wave and bomb blast. However, even from the scorched ground, buds of the Chinese Parasol Tree started 

to steadily sprout and grow. In 1973 (Showa 48), it was then transplanted to Hiroshima Peace Memorial Park (Hiroshima city) and 

continues to grow till this day.

亀
かめおかし

岡市において、このアオギリの種
たね

から発
はつが

芽した苗
なえぎ

木を、平
へいわ

和を象
しょうちょう

徴 するシンボルとして、８月
がつ

７
なのか

日（金
きん

）の平
へいわ

和祈
きねん

念式
しきてん

典（平
へいわだい

和台

公
こうえん

園平
へいわ

和塔
とうまえ

前で開
かいさい

催）において植
しょくじゅ

樹します。

On August 7 (Friday), as a symbol for peace, a seedling from this species of Chinese Parasol Tree will be planted during the Peace 

Memorial Ceremony held at Kameoka city.

被
ひばく

爆したピアノとアオギリは、戦
せんご

後・被
ひばく

爆７０年
ねん

を経
へ

て、今
こんにち

日、私
わたし

たちが享
きょうじゅ

受している平
へいわ

和の大
たいせつ

切さと、生
せいめい

命の尊
とうとさ

さを現
げんだい

代に伝
つた

えています。

亀
かめおかし

岡市は、「世
せかい

界連
れんぽう

邦・非
ひかく

核平
へいわ

和都
と し

市」宣
せんげん

言をしたまちとして、平
へいわ

和につながる取
と り く み

り組みを今
こんご

後も続
つづけ

け、世
せかい

界に発
はっしん

信してまいります。

70 years after the war and bombing, the bombed piano and Chinese parasol tree continue to convey the importance of peace that we 

now enjoy, as well as the value of life. Having declared itself as an “Anti‑nuclear City of World Peace,” Kameoka city will continue to 

develop initiatives for peace and send this message for peace out into the world. 

「 原
げんばく

爆と人
にんげんてん

間展」　パネル展
て ん じ

示を開
かいさい

催
Opening of the [A‑bomb and Human Exhibition] 
Panel Exhibit

８月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）から２９日
にち

（土
ど

）まで、ガレリアかめおかロビーギャラリーにお

いて、「原
げんばく

爆と人
にんげんてん

間展」と題
だい

したパネル展
てんじ

示を行
おこな

います。

The Panel Exhibit will be held in the gallery located at the lobby of Galleria from 

August 21st (Fri) to the 29th (Sat).

パネルから核
かくへいき

兵器の残
ざんこく

酷さや戦
せんそう

争の無
む い み

意味さを感
かん

じることで、未
みらい

来へ平
へいわ

和を紡
つむ

ぐ

決
けつい

意を新
あらた

たにしていただければと思
おも

っています。

By conveying the cruelty of nuclear weapons and the meaninglessness of war 

through the panel exhibit, we hope to bring about a renewed determination for a 

peaceful future.

※８月
がつ

２７日
にち

（木
もく

）は、実
じっし

施しておりません。

The Panel Exhibit will not be held on August 27th.


